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1 次の関数を微分せよ．
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2 関数 f(x)に対して，f 0(a)が存在するならば，
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となることを示せ．逆に，x = aにおいて，上の式の左辺の極限値が存在するなら
ば，f 0(a)は存在するか？

3 次の関数の x = 0での連続性と微分可能性を調べよ．
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4 次の関数の x = 0における右側微分係数，左側微分係数，微分係数をそれぞれ
定義に従って計算せよ．
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